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石
 
橋
 
大
 
輔
 
 
 

（
税
務
大
学
校
長
）
 
 
 



税
務
大
学
校
は
、
大
蔵
省
の
職
員
に
対
し
て
、
税
務
行
政
に
従
事
す
る
た
め
必
要
な
職
務
上
の
教
育
訓
練
を
行
な
う
と
と
も
に
、
税
務
に
 
 

関
す
る
研
究
、
調
査
な
ど
を
行
な
う
国
税
庁
の
撥
閑
で
あ
る
。
こ
の
た
び
『
税
務
大
学
校
論
叢
』
の
創
刊
を
機
会
に
、
税
務
大
学
校
の
沿
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
凝
と
税
務
大
学
硬
 
 

税務大学校本校の若松町校舎   

草
、
教
育
体
系
、
教
育
内
容
、
重
点
を
置
い
て
い
る
施
策
、
今
後
検
討
す
 
 

べ
き
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し
た
い
。
 
 

1
 
税
務
大
学
校
の
沿
革
と
教
育
体
系
、
教
育
内
容
の
概
要
 
 
 

M
 
税
務
大
学
校
の
沿
革
 
 
 

税
務
大
学
校
は
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
八
日
大
蔵
省
設
置
法
の
一
部
 
 

を
改
正
す
藩
法
律
に
よ
り
、
従
来
の
税
務
講
習
所
が
発
展
的
に
改
組
さ
れ
 
 

た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

職
員
の
教
育
訓
練
は
、
古
て
か
ら
各
税
務
署
に
お
い
て
職
場
研
修
の
形
 
 

に
お
小
て
行
な
わ
れ
て
は
い
た
が
、
こ
れ
が
独
立
し
た
制
度
と
し
て
、
統
 
 

一
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
大
正
七
年
か
ら
で
あ
j
。
す
 
 

な
わ
ち
、
同
年
大
蔵
省
に
主
税
局
中
央
講
習
会
が
設
置
さ
れ
、
全
国
よ
り
 
 

中
撃
響
貝
数
百
名
を
集
め
て
、
一
か
月
程
度
の
研
修
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
 
 

l
ニ
七
九
 
 
 



政
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

三
八
〇
 
 

の
後
、
制
度
的
に
幾
度
か
の
変
遷
を
経
な
が
ら
、
そ
の
規
模
を
拡
大
充
実
し
、
現
在
に
お
い
て
は
、
諸
外
国
の
税
務
官
庁
に
、
そ
の
類
を
見
 
 

な
い
ぼ
ど
、
質
量
と
も
に
教
育
内
容
の
高
さ
を
誇
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
ょ
う
に
・
、
税
務
職
員
の
教
育
訓
練
が
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
組
織
や
制
度
が
、
逐
年
充
実
向
上
し
て
き
た
の
は
、
税
務
行
政
の
適
正
公
 
 

平
な
運
営
を
は
か
っ
て
い
く
と
い
う
大
蔵
省
の
基
本
方
針
か
ら
必
然
的
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

①
一
般
行
政
事
務
の
う
ち
で
も
、
税
の
賦
課
徴
収
と
い
う
事
務
ほ
、
高
度
の
専
門
知
識
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
税
務
職
員
は
、
社
会
経
 
 

済
状
勢
の
逸
歩
、
複
雑
化
に
即
応
し
て
、
た
え
ず
専
門
的
な
新
し
い
知
識
を
吸
収
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

②
 
税
務
行
政
は
権
力
行
政
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
税
務
職
員
は
強
い
正
義
感
と
と
も
に
、
視
野
の
広
い
豊
か
な
常
識
を
そ
な
え
た
 
 

立
派
な
社
会
人
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
 
 

⑧
 
国
私
庁
に
は
、
四
百
九
十
九
署
の
税
務
署
が
あ
り
、
五
万
余
の
職
員
を
か
か
え
て
い
る
。
こ
の
大
組
織
が
効
率
的
に
動
く
た
め
に
は
、
 
 

全
職
員
が
組
織
の
二
見
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
つ
と
と
も
に
、
永
く
税
務
の
職
場
を
と
お
し
て
、
国
家
社
会
に
貢
献
し
ょ
う
と
い
う
職
場
 
 

に
対
す
る
強
い
帰
属
意
識
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 
 
 

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
正
七
年
に
主
税
局
中
央
講
習
会
が
開
設
さ
れ
、
中
堅
職
員
の
研
修
が
制
度
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
 
 

が
、
新
規
採
用
職
員
に
つ
い
て
は
各
税
務
署
に
お
け
る
個
別
的
な
職
場
研
修
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
新
規
採
用
職
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
 
 

方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
後
種
々
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
十
六
年
五
月
に
、
こ
れ
の
統
一
的
な
研
修
枚
関
と
し
て
、
大
蔵
省
に
税
務
講
習
 
 

所
が
創
設
さ
れ
、
全
国
の
新
規
採
用
職
員
の
う
ち
か
ら
選
考
さ
れ
た
俊
秀
二
百
人
程
度
を
東
京
に
集
め
て
、
一
年
間
の
研
修
を
実
施
し
た
。
 
 

さ
ら
に
、
昭
和
十
九
年
以
降
、
各
地
に
あ
い
つ
い
で
税
務
講
習
所
支
所
が
設
置
さ
れ
、
新
規
採
用
職
員
の
研
修
が
重
点
的
に
推
進
さ
れ
た
。
 
 
 

そ
の
後
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
、
中
堅
職
員
に
も
長
期
の
研
修
（
一
年
間
）
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
に
大
蔵
省
高
等
財
務
講
習
所
が
創
設
 
 
 



さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
各
種
の
研
修
組
織
が
制
度
と
し
て
統
一
さ
れ
た
の
ほ
、
昭
和
二
十
四
年
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
十
四
年
 
 

六
月
国
税
庁
の
発
足
に
伴
い
、
そ
の
附
属
磯
関
と
し
て
税
務
講
習
所
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ほ
、
名
称
に
お
い
て
は
従
来
の
機
関
と
同
一
で
 
 

あ
る
が
、
そ
の
実
体
に
つ
い
て
み
る
と
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
に
大
き
な
変
ぼ
う
を
み
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
十
四
年
に
設
置
 
 

さ
れ
た
税
務
講
習
所
は
、
昭
和
十
六
年
に
創
設
さ
れ
た
税
務
講
習
所
（
新
規
採
用
職
員
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税務大学校の大阪研修所  

の
長
期
研
修
を
行
な
う
。
）
と
昭
和
二
十
二
年
に
創
設
さ
れ
た
大
蔵
省
高
等
財
務
講
習
 
 

所
の
内
国
税
班
（
中
堅
職
員
の
長
期
研
修
を
行
な
う
。
）
 
と
を
吸
収
合
併
し
た
ほ
か
、
 
 

当
時
大
蔵
省
主
税
局
や
各
財
務
局
（
現
在
の
国
税
局
）
で
行
な
っ
て
い
た
各
種
の
短
期
 
 

研
修
の
業
務
も
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
新
た
に
通
信
研
修
も
実
施
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
 
 

そ
の
教
育
訓
練
に
関
す
る
業
務
内
容
は
一
段
と
広
範
囲
に
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ば
 
 

税
務
職
員
に
対
す
る
総
合
的
、
一
元
的
な
研
修
機
関
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
 
 

わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

税
務
大
学
校
の
沿
革
に
つ
い
て
、
主
な
事
項
を
年
代
順
に
表
示
す
る
と
次
の
如
く
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

大
正
七
年
 
 
 

昭
和
十
六
年
 
 
 

昭
和
十
九
年
 
 
 

昭
和
二
十
年
 
 大

蔵
省
主
税
局
中
央
講
習
会
開
設
 
 

大
蔵
省
税
務
講
習
所
創
設
 
 

仙
台
、
名
古
屋
、
広
島
、
熊
本
各
支
所
開
設
 
 

大
阪
支
所
開
設
 
 



部
外
講
師
 
本
 
 
 
校
 
約
 
五
十
名
 
 

地
方
研
修
所
 
約
百
五
十
名
 
 

別
掲
Ⅵ
鶴
橋
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
税
務
大
学
校
は
、
本
校
と
十
一
の
地
方
研
修
所
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
研
修
機
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税務大学校の名古屋研修所  

玉
 
税
務
大
学
校
の
現
行
定
員
、
機
構
 
 

昭
和
二
十
五
年
 
 

昭
和
三
十
九
年
 
 

昭
和
三
十
九
年
 
 

昭
和
四
十
年
 
 

昭
和
二
十
二
年
 
 

昭
和
二
十
四
年
 
 

職
員
定
数
 
 

（
関
東
信
越
、
札
幌
、
金
沢
、
高
松
、
福
岡
）
 
 

札
幌
支
所
に
普
通
科
設
置
 
 

関
東
信
越
支
所
に
普
通
科
設
置
 
 

税
務
大
学
校
に
改
組
、
支
所
は
地
方
研
修
所
と
な
る
。
 
 

税
務
大
学
校
本
校
に
研
究
科
設
置
 
 

短
期
講
習
料
、
通
信
教
育
科
 
 

三
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二
 
 

大
蔵
省
高
等
財
務
講
習
所
設
置
 
 

国
税
庁
税
務
講
習
所
創
設
 
 

（
大
蔵
省
税
務
講
習
所
、
大
蔵
省
高
等
財
務
講
習
所
を
廃
止
）
 
 

高
等
科
、
短
期
講
習
料
、
通
信
教
育
科
…
…
…
…
…
…
…
…
本
 
所
 
 

普
通
科
、
短
期
講
習
料
、
通
信
教
育
科
…
…
…
…
…
…
…
…
支
 
所
 
 

（
東
京
、
大
阪
、
仙
台
、
名
古
屋
、
広
島
、
熊
本
）
 
 
 

三
二
二
名
 
 

支
 
所
 
 



関
で
あ
っ
て
全
国
的
な
組
織
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
税
務
大
学
 
 

校
の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。
本
校
ほ
、
管
理
部
門
と
教
育
実
施
部
門
に
分
 
 

か
れ
て
お
り
、
前
者
は
千
代
田
区
霞
ヶ
関
の
大
蔵
省
ビ
ル
内
に
、
後
者
ほ
 
 

新
宿
区
若
松
町
の
若
松
町
校
舎
に
所
在
し
て
い
る
。
地
方
研
修
所
の
う
 
 

ち
、
東
京
、
大
阪
、
関
東
信
越
、
札
幌
、
仙
台
、
名
古
屋
、
広
島
、
熊
本
 
 

の
八
研
修
所
に
お
い
て
ほ
、
税
務
職
員
に
対
す
る
各
種
の
短
期
研
修
を
行
 
 

な
う
は
か
、
新
規
高
校
卒
業
者
に
対
す
る
長
期
教
育
コ
ー
ス
で
あ
る
普
通
 
 

科
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
金
沢
、
高
松
、
福
岡
に
は
普
通
科
は
な
く
、
 
 

短
期
研
修
の
み
を
実
施
し
て
い
る
。
 
 

川
 
税
務
大
学
校
の
教
育
体
系
お
よ
び
教
育
方
針
 
 

①
教
育
体
系
 
 
 

税
務
大
学
校
の
本
校
お
よ
び
地
方
研
修
所
に
お
け
る
教
育
体
系
は
別
表
 
 

の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

②
教
育
方
針
 
 
 

税
務
職
員
正
対
し
、
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
知
識
技
能
お
よ
び
そ
の
応
 
 

用
能
力
を
授
け
る
と
と
も
に
、
公
務
員
と
し
て
の
人
格
識
見
を
高
め
る
こ
 
 

と
に
よ
り
税
務
行
政
の
質
的
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
（
税
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
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現 行 教 育 体 系  

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 
 



務
大
学
校
研
修
要
綱
－
国
税
庁
訓
令
1
第
l
粂
）
 
 

③
 
普
通
科
の
教
育
方
針
 
 
 

国
家
公
務
員
初
級
試
験
合
格
者
（
高
校
卒
）
の
中
か
ら
採
用
し
た
新
規
採
用
職
員
に
つ
い
て
は
全
員
を
全
国
各
研
修
所
に
あ
る
普
通
科
に
 
 

税
務
職
鼻
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

税務大学校の関東信越研修所   

入
校
さ
せ
、
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、
各
税
法
、
簿
記
会
計
学
な
ど
の
実
務
専
門
科
 
 

目
、
民
法
、
商
法
、
行
政
法
、
経
済
学
な
ど
の
基
礎
科
目
、
倫
理
学
、
教
養
講
話
 
 

な
ど
の
一
般
教
養
科
目
等
に
つ
い
て
、
専
任
の
教
育
官
や
部
外
の
専
門
家
に
よ
る
 
 

講
義
と
学
習
指
導
を
行
な
う
と
と
も
に
、
全
寮
制
と
研
修
生
小
グ
ル
ー
プ
ご
上
に
 
 

担
当
教
育
官
を
定
め
て
行
な
う
班
別
指
導
の
二
本
を
柱
と
し
て
、
人
間
形
成
の
た
 
 

め
の
生
活
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
普
通
科
の
教
育
方
針
と
し
て
は
、
職
場
へ
出
て
か
ち
必
要
と
さ
れ
る
専
門
 
 

科
目
に
つ
い
て
の
基
礎
的
知
識
の
付
与
に
力
を
注
ぐ
の
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
 
 

同
時
に
、
税
の
賦
課
、
徴
収
を
納
税
者
の
納
得
を
え
て
適
正
に
執
行
す
る
た
払
に
 
 

は
、
税
務
職
員
に
広
い
視
野
と
豊
か
な
常
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
要
語
さ
 
 

れ
て
い
る
こ
と
に
も
か
ん
が
み
、
四
十
二
年
度
か
ら
特
に
基
礎
科
月
、
一
般
教
養
 
 

科
目
に
つ
い
て
、
研
修
生
が
十
分
理
解
を
深
め
得
る
よ
う
こ
れ
を
一
層
充
実
す
る
 
 

こ
と
と
し
た
。
ま
た
人
間
形
成
と
い
シ
面
に
も
十
分
配
意
し
、
集
団
生
活
を
通
じ
 
 

て
の
規
律
あ
る
生
活
態
度
の
育
成
、
組
織
の
中
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
養
 
 

三
八
五
 
 
 



る
。
従
っ
て
、
税
法
等
の
専
門
科
目
に
つ
い
て
は
、
講
義
と
あ
い
ま
っ
て
、
専
任
 
 

教
授
の
指
導
に
よ
る
演
習
方
式
を
大
幅
に
導
入
し
、
税
務
に
関
す
る
深
い
知
識
の
体
得
と
と
も
に
へ
 
い
か
な
る
事
案
に
も
即
応
し
え
る
適
時
 
 

適
切
な
判
断
力
の
養
成
等
に
配
意
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
専
門
知
識
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
視
野
の
拡
大
と
教
養
の
付
与
が
必
要
で
あ
る
 
 

と
の
観
点
か
ら
、
法
律
、
経
済
等
の
基
礎
科
目
に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、
各
界
有
識
者
に
よ
る
教
養
講
話
の
機
会
を
増
加
す
る
措
置
を
と
る
と
 
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

成
、
職
場
へ
の
帰
属
意
識
の
強
化
等
の
徹
底
を
因
っ
て
い
る
。
特
に
、
研
修
生
を
 
 

小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
指
導
担
任
教
育
官
を
定
め
て
行
な
う
班
別
指
導
に
よ
り
、
 
 

一
教
育
官
と
一
五
人
あ
ま
り
の
研
修
生
が
、
親
子
、
師
弟
、
同
僚
、
兄
弟
の
よ
う
 
 

な
関
係
で
一
体
と
な
っ
た
生
活
指
導
を
与
え
、
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
人
 
 

と
し
て
の
成
長
を
期
し
て
い
る
。
 
 

④
 
本
科
の
教
育
方
針
 
 
 

税
務
経
歴
十
年
な
い
し
十
数
年
程
度
の
中
堅
職
員
の
な
か
か
ら
、
紛
十
倍
の
選
 
 

抜
試
験
に
合
格
し
た
者
（
毎
年
約
二
〇
〇
名
）
を
対
象
と
す
る
一
年
間
の
研
修
で
、
 
 

将
来
の
税
務
行
政
執
行
の
中
核
と
な
る
べ
き
幹
部
職
長
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

こ
の
本
科
の
教
育
方
針
は
、
租
税
に
関
す
る
専
門
的
知
識
、
技
能
の
習
得
お
よ
 
 

び
応
用
能
力
の
養
成
と
将
来
の
幹
部
職
貞
と
し
て
必
要
な
資
質
の
か
ん
養
に
重
点
 
 

を
お
き
、
時
勢
の
進
展
に
即
応
し
職
場
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
 
 

税務大学校の東京研修所草葉   



と
も
に
、
さ
ら
に
、
将
来
の
管
理
者
と
し
て
必
要
な
、
事
務
管
理
等
の
管
理
科
目
の
充
実
に
も
努
め
て
い
る
。
 
 

⑤
 
研
究
科
の
教
育
方
針
 
 
 

将
来
、
国
税
庁
、
国
税
局
の
関
係
部
課
に
お
い
て
税
法
等
の
解
釈
適
用
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
中
心
人
物
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
と
 
 

し
て
、
全
国
よ
り
選
抜
さ
れ
た
中
堅
職
員
十
数
名
を
対
象
と
す
る
一
年
三
カ
月
の
長
期
研
修
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
研
究
科
の
教
育
方
針
は
、
租
税
に
関
す
る
理
論
お
よ
び
運
用
に
つ
い
て
、
高
度
の
教
授
、
研
究
を
行
な
い
、
①
税
務
行
政
の
改
善
お
 
 

よ
び
進
歩
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
②
そ
の
研
究
活
動
を
通
じ
、
高
度
の
専
門
的
知
識
、
技
能
を
有
す
る
幹
部
職
員
の
養
成
を
期
し
て
い
 
 

る
。
そ
の
た
め
、
現
在
国
税
庁
が
当
面
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
理
論
と
実
際
の
両
面
か
ら
深
く
掘
り
下
げ
た
研
究
論
文
の
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

税務大学校の広島研修所   

作
成
を
命
ず
る
と
と
も
に
、
東
京
大
学
、
一
橋
大
学
 
 

等
の
講
義
を
年
間
を
通
じ
て
聴
講
さ
せ
る
措
置
も
と
 
 

っ
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
普
通
科
、
本
科
、
研
究
科
に
お
 
 

い
て
職
員
の
長
期
研
修
を
行
な
つ
て
い
る
ほ
か
、
最
 
 

近
ま
す
ま
す
複
雑
困
難
の
度
を
加
え
つ
つ
あ
る
税
務
 
 

行
政
の
現
状
に
対
処
す
る
た
め
、
時
勢
の
進
展
に
即
 
 

応
す
る
新
し
い
知
識
、
専
門
的
知
識
、
技
能
を
習
得
 
 

さ
せ
、
執
務
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
 
 

て
、
各
階
層
の
職
員
に
対
し
て
、
本
校
、
地
方
研
修
 
 

三
八
七
 
 
 



三
八
八
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

所
を
通
じ
て
計
画
的
に
、
各
種
の
短
期
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
職
員
が
数
年
に
一
度
は
必
ず
、
研
修
の
態
様
は
異
な
 
 

る
に
し
て
も
、
何
ら
か
の
必
要
な
研
修
を
受
け
う
る
よ
う
措
置
し
て
い
才
。
以
上
の
長
期
・
短
期
の
研
修
を
あ
わ
せ
て
、
毎
年
の
研
修
受
講
 
 

人
員
は
、
給
職
員
数
の
二
〇
％
を
越
え
る
一
万
数
千
人
に
達
し
て
い
る
。
 
 
 

2
 
税
務
大
学
校
に
お
け
る
教
育
の
重
点
、
特
色
 
 
 

‖
 
研
修
体
系
が
尤
大
で
、
長
期
・
短
期
研
修
の
組
み
合
せ
を
計
画
的
に
行
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

本
校
と
地
方
研
修
所
の
研
修
、
長
期
研
修
と
短
期
研
修
の
組
み
合
わ
せ
を
統
一
的
、
計
画
的
に
行
な
い
全
職
員
に
つ
い
て
、
何
年
か
に
一
 
 

回
は
、
必
要
と
す
る
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
研
修
体
系
を
整
備
し
．
、
常
に
職
員
の
資
質
の
向
上
を
企
図
し
て
小
る
。
 
 
 

前
述
し
た
よ
う
に
、
毎
年
研
修
を
受
け
る
職
員
は
一
万
名
を
越
え
て
お
り
、
研
修
を
受
け
る
職
員
の
割
合
は
、
全
職
員
の
二
〇
％
以
上
に
 
 

達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
疑
似
の
行
政
機
関
に
比
し
て
、
極
め
て
高
水
準
の
研
修
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
先
進
諸
外
国
 
 

の
う
ち
で
最
も
研
修
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
英
国
内
国
歳
入
庁
と
比
し
て
も
、
決
し
て
遜
色
が
な
い
。
 
 

何
 
研
修
期
間
が
長
く
、
充
実
し
て
い
る
。
 
 
 

長
期
研
修
ほ
一
年
三
か
月
－
一
年
間
継
続
し
て
行
な
わ
れ
、
専
任
の
教
授
、
教
育
官
に
よ
る
指
導
の
ほ
か
、
外
部
講
師
が
講
義
に
あ
た
っ
 
 

て
い
る
。
こ
の
間
、
基
礎
科
目
、
一
般
教
養
科
目
、
実
務
科
目
を
中
心
と
し
て
、
単
な
る
講
義
方
式
だ
け
で
な
く
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
方
式
を
採
 
 

用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
考
え
な
が
ら
勉
強
す
る
態
度
の
育
成
を
通
じ
て
、
研
修
内
容
の
質
的
充
実
に
努
力
し
て
い
る
。
さ
ら
に
学
習
指
導
 
 

基
準
の
改
善
、
教
授
法
の
研
究
、
教
科
書
の
選
択
等
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
研
修
内
容
の
充
実
に
配
意
し
て
い
る
。
 
 

回
 
生
活
指
導
の
徹
底
を
期
し
て
い
る
。
 
 
 



職
務
職
員
の
教
育
訓
凍
と
税
務
大
学
校
 
 
 

寒風に鍛える普通科生（東京研修所）  

普
通
科
生
に
つ
い
て
は
、
教
科
目
の
基
礎
的
理
解
を
目
的
と
し
た
き
め
の
こ
 
 

ま
か
い
学
習
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
教
育
官
と
研
修
生
と
の
人
 
 

間
的
結
び
付
き
を
重
視
し
、
徹
底
し
た
生
活
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
 
 

税
務
大
学
校
の
教
育
の
一
つ
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
即
ち
、
教
育
官
と
研
修
 
 

生
と
の
人
間
的
接
し
ょ
く
を
通
じ
て
、
公
務
点
と
し
て
要
求
さ
れ
る
責
任
感
、
 
 

仕
事
意
識
、
マ
ナ
ー
の
育
成
と
い
う
よ
う
な
問
題
か
ら
、
規
律
あ
る
生
活
態
 
 

度
、
根
性
、
職
場
へ
の
愛
着
心
の
養
成
と
い
う
よ
う
な
人
間
形
成
面
の
指
導
も
 
 

行
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
マ
ス
プ
ロ
教
育
で
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
教
 
 

育
効
果
の
付
与
に
努
力
し
て
い
る
。
 
 

何
 
普
通
科
卒
業
後
、
新
し
く
職
場
へ
配
置
し
た
職
員
止
っ
い
て
、
ア
フ
タ
」
 
 

ケ
ア
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
 
 
 

普
通
科
教
育
の
終
了
後
も
、
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
各
種
の
短
期
研
修
を
 
 

受
講
で
き
る
よ
う
措
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
い
意
味
の
教
育
効
果
が
持
続
す
 
 

る
こ
と
を
期
し
て
い
る
。
t
か
し
、
普
通
科
教
育
を
経
て
次
の
短
期
研
修
を
受
 
 

け
る
ま
で
 

普
通
科
教
育
と
短
期
研
修
と
の
橋
渡
し
と
し
て
、
普
通
科
時
代
の
担
当
教
育
官
 
 

に
ょ
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
育
官
が
準
え
 
 

三
八
九
 
 
 



三
九
〇
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

子
で
あ
る
普
通
科
卒
業
生
に
行
な
っ
た
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
一
に
よ
り
得
ら
れ
た
諸
資
料
を
今
後
の
普
通
科
の
研
修
効
果
測
定
の
デ
ー
タ
と
し
 
 

て
、
十
分
に
活
用
し
教
育
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。
 
 
 

税
大
で
教
育
し
た
研
修
生
全
員
が
職
場
に
配
置
さ
れ
た
後
、
何
等
の
不
安
感
も
な
し
に
、
熱
意
を
も
っ
て
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
が
強
く
 
 

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
卒
業
生
各
個
人
が
職
場
で
当
面
し
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
、
親
身
に
相
談
に
の
っ
て
 
 

や
る
こ
と
も
時
に
は
必
要
で
あ
る
。
こ
の
役
割
を
普
通
科
の
教
育
官
に
負
わ
せ
る
こ
と
と
し
、
生
活
指
導
、
学
習
指
導
を
通
じ
て
卒
業
生
と
 
 

接
触
が
深
く
、
お
互
い
に
気
心
の
知
れ
て
い
る
教
育
官
を
一
定
の
時
期
に
卒
業
生
配
置
の
税
務
署
に
派
遣
し
気
楽
に
話
し
合
い
を
し
、
相
談
 
 

に
の
る
な
ど
い
わ
ゆ
る
対
話
を
行
な
わ
せ
て
い
る
。
即
ち
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
的
な
役
割
を
教
育
官
に
行
な
わ
せ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
か
ら
得
 
 

ら
れ
た
諸
種
の
資
料
を
整
理
し
て
、
今
ま
で
の
教
育
方
法
に
対
す
る
反
省
の
資
料
と
し
て
翌
年
度
の
教
育
に
役
立
た
せ
、
活
用
す
る
よ
う
に
 
 

し
て
い
る
。
 
 

因
 
幡
広
い
教
養
の
付
与
に
特
に
努
力
し
て
い
る
。
 
 
 

前
述
し
た
よ
う
に
、
税
務
行
政
は
国
家
行
政
の
中
で
も
、
最
も
権
力
的
な
色
彩
の
強
い
行
政
で
あ
る
。
従
っ
て
、
税
務
行
政
に
た
ず
さ
わ
 
 

る
人
々
に
は
、
何
よ
り
も
、
幅
広
い
教
養
と
常
識
を
持
つ
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
る
。
普
通
科
、
本
科
の
教
育
課
程
を
一
年
と
い
う
長
期
な
 
 

も
の
と
し
て
、
そ
の
中
で
研
修
生
の
人
間
形
成
に
資
す
る
た
め
の
教
養
科
目
を
か
な
り
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
、
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
科
目
 
 

の
講
師
に
は
一
流
の
人
を
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
一
見
税
務
に
無
縁
と
考
え
ら
れ
て
い
る
文
学
、
音
楽
等
の
時
間
を
相
当
時
間
設
け
 
 

て
い
る
こ
と
等
も
、
こ
の
要
請
に
応
え
よ
う
と
す
る
一
例
と
い
え
る
。
 
 

㈲
 
高
度
の
専
門
知
識
の
付
与
に
努
め
て
い
る
。
 
 
 

社
会
経
済
現
象
の
複
雑
化
に
つ
れ
て
、
税
法
は
非
常
に
複
雑
難
解
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
税
法
を
基
礎
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
税
法
 
 
 



の
み
の
勉
強
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
能
率
的
で
も
な
い
。
税
法
を
十
分
に
マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
幅
広
く
行
政
法
、
民
 
 

法
、
商
法
等
の
基
礎
的
な
法
律
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
財
政
学
、
経
済
学
、
会
計
学
等
の
経
済
知
識
を
持
つ
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
る
。
 
 

普
通
科
、
本
科
の
教
育
課
程
を
一
年
の
長
期
な
も
の
と
し
て
、
一
流
の
外
部
講
師
、
部
内
の
専
門
家
に
よ
る
講
義
ま
た
は
演
習
方
式
を
と
る
 
 

こ
と
に
よ
り
、
専
門
科
目
、
基
礎
科
目
の
充
実
に
努
力
し
て
き
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
 
 
 

本
年
度
の
普
通
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
に
あ
た
っ
て
は
、
税
法
な
ど
の
専
門
科
目
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
一
般
法
律
、
経
済
 
 

等
の
基
礎
科
目
、
一
般
科
目
を
一
層
充
実
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
科
目
の
時
間
数
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
講
義
の
ほ
か
に
、
そ
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

普通科の階段教室（名古屋研修所）   

の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
に
チ
ュ
ー
タ
ー
方
 
 

式
を
採
用
す
る
等
大
幅
の
改
善
を
行
な
う
予
定
で
あ
 
 

る
。
 
 

の
 
行
政
能
率
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
監
督
者
研
 
 

修
を
重
視
し
て
い
る
。
 
 
 

国
税
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
数
ほ
、
約
五
万
有
 
 

余
人
で
あ
る
。
こ
の
五
万
人
が
一
つ
の
組
織
体
と
し
 
 

て
、
一
体
と
な
っ
て
能
率
的
な
仕
事
を
実
現
す
る
こ
 
 

と
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
近
時
事
務
量
の
 
 

大
幅
な
増
大
に
対
し
て
定
員
の
増
加
が
大
き
く
望
め
 
 

な
い
現
状
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
研
修
に
よ
り
、
職
 
 

三
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一
 
 
 



税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

員
の
事
務
能
率
、
管
理
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
科
に
お
け
る
管
理
者
研
 
 

修
な
ら
び
に
第
一
線
の
管
理
者
に
対
す
る
監
督
者
研
修
に
多
く
の
力
を
注
ぎ
、
管
理
者
と
し
て
 
 

必
要
な
物
の
見
方
、
考
え
方
、
熱
意
等
の
付
与
に
努
力
し
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
と
い
え
る
。
 
 

囲
 
経
済
性
を
重
視
し
て
い
る
。
 
 
 

研
修
を
行
な
う
た
め
に
は
、
多
額
の
国
費
を
必
要
と
す
る
。
即
ち
、
研
修
は
一
つ
の
大
き
な
 
 

投
資
で
あ
る
。
従
っ
て
、
投
資
効
虜
が
あ
が
る
こ
と
、
即
ち
研
修
効
果
が
あ
が
る
こ
と
が
何
に
 
 

も
増
し
て
必
要
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
内
国
歳
入
庁
に
お
い
て
も
、
そ
の
教
育
計
画
の
中
で
、
研
 
 

修
は
投
資
で
あ
る
こ
と
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
新
規
の
研
修
等
を
導
入
 
 

し
ょ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
、
そ
の
研
修
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
得
ら
 
 

れ
る
利
益
と
コ
ス
ト
を
対
比
し
て
、
そ
の
研
修
が
政
府
に
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
検
討
し
 
 

た
う
え
で
、
そ
の
採
否
を
決
定
し
て
い
る
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

税
務
大
学
校
で
は
、
こ
の
教
育
の
投
資
効
果
と
い
う
こ
と
に
常
に
配
意
し
て
、
そ
の
た
め
 
 

に
、
入
校
時
に
お
け
る
学
力
調
査
、
意
識
調
査
な
ど
の
各
種
調
査
、
卒
業
時
に
お
け
る
そ
れ
ま
 
 

で
の
研
修
の
効
果
を
測
定
す
る
た
め
の
各
種
調
査
、
さ
ら
に
職
場
へ
配
置
さ
れ
て
か
ら
も
こ
れ
 
 

ら
の
職
員
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、
ま
た
向
上
し
て
い
る
か
等
の
追
跡
調
査
を
行
な
っ
て
、
 
 

研
修
効
果
測
定
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
研
修
施
 
 

設
の
建
築
、
各
種
物
品
の
購
入
等
に
あ
た
っ
て
も
、
経
済
性
と
い
う
観
点
に
大
き
な
注
意
を
払
 
 

空手道で鍛錬する普通科生（熊本研修所）   



っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
 
 

㈲
 
研
究
機
関
と
し
て
の
性
格
を
重
視
し
て
い
る
。
 
 
 

税
務
大
学
校
は
、
税
法
・
会
計
学
等
に
つ
い
て
、
高
度
の
調
査
研
究
を
行
な
う
と
い
う
性
格
を
一
面
と
し
て
有
し
て
い
る
。
研
究
科
を
設
 
 

置
し
て
、
教
授
、
教
育
官
、
研
修
生
が
一
体
と
な
っ
て
、
税
法
上
の
複
雑
な
諸
問
題
に
つ
い
て
計
画
的
に
、
理
論
お
よ
び
実
務
の
両
面
か
ら
 
 

研
究
し
て
い
る
こ
と
、
税
大
研
究
資
料
等
学
術
的
な
刊
行
物
を
出
し
て
い
る
こ
と
」
税
務
大
学
校
資
料
室
を
設
置
し
て
租
税
文
献
の
収
集
・
 
 

研
究
に
努
め
て
い
る
こ
と
等
は
こ
の
安
静
に
応
え
る
た
め
で
あ
る
。
今
回
さ
ら
に
税
務
大
学
校
論
叢
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
有
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

国旗と校旗掲揚（関東信越研修所）  

意
義
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
 
 
 

3
 
今
後
検
討
す
べ
き
問
題
 
 

税
務
大
学
校
は
、
税
務
職
員
の
教
育
訓
練
か
 
 

ら
、
高
度
の
学
術
的
研
究
ま
で
、
広
い
範
囲
の
分
 
 

野
で
、
常
に
一
つ
の
将
来
像
を
措
い
て
、
そ
の
実
 
 

現
に
向
っ
て
着
実
に
努
力
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
 
 

で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
理
想
に
は
ほ
ど
遠
く
、
将
 
 

来
に
な
お
多
く
の
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。
 
 

U
 
基
礎
科
目
・
一
般
教
養
科
目
の
充
実
 
 
 

税
務
大
学
校
と
し
て
は
、
税
務
職
員
の
理
想
像
 
 

三
九
三
 
 
 



し
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
科
目
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
や
り
方
で
実
施
す
れ
ば
研
修
効
果
が
あ
が
る
の
か
、
こ
町
よ
 
 

ぅ
な
要
求
を
盛
り
込
む
た
め
に
は
、
現
行
一
年
の
研
修
期
間
で
は
不
足
で
、
こ
れ
を
も
っ
と
延
長
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
等
、
引
 
 

き
続
き
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 
 

伺
 
研
修
効
果
の
測
定
の
一
層
の
充
実
 
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

あ
る
い
は
期
待
さ
れ
る
税
務
職
員
像
と
い
う
も
の
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
日
標
を
で
き
る
 
 

だ
け
早
期
に
実
現
す
る
た
め
の
研
修
内
容
な
り
、
研
修
方
法
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
 
 

て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
研
修
効
果
測
定
の
た
め
の
諸
デ
 
 

ー
タ
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
税
界
の
実
情
に
く
わ
し
い
大
蔵
省
の
諸
先
輩
か
ら
、
ま
た
 
 

教
育
に
つ
い
て
の
権
威
者
で
あ
る
と
と
も
に
税
務
行
政
に
も
理
解
を
有
す
る
外
部
の
一
流
 
 

大
学
教
授
を
は
じ
め
各
界
有
識
者
多
数
の
方
々
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
御
意
見
を
 
 

聴
取
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
各
界
有
識
者
の
方
々
の
意
見
を
集
約
す
る
と
、
税
務
職
員
の
研
 
 

修
は
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
常
識
の
付
与
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
 
 

そ
の
た
め
に
は
、
基
礎
科
目
、
一
般
教
養
科
目
の
一
層
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
 
 

と
を
殆
ん
ど
全
部
の
方
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
普
通
科
部
外
講
師
、
普
通
科
卒
 
 

業
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
も
、
税
法
等
の
専
門
科
目
の
理
解
上
不
可
 
 

欠
な
基
礎
科
目
の
理
解
度
が
、
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
 
 
 

以
上
の
事
項
等
か
ら
、
基
礎
科
目
、
一
般
教
養
科
目
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
充
実
 
 

バドミントンの試合をする普通科生（札幌研修所）  



研
修
は
貴
重
な
投
資
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
研
修
生
の
学
習
面
お
よ
び
モ
ラ
ー
ル
面
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
研
修
効
果
の
 
 

測
定
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査
の
結
果
、
今
後
の
学
習
指
導
、
生
活
指
導
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
 
 

れ
、
反
省
資
料
と
し
て
も
極
め
て
有
効
で
あ
っ
た
。
今
後
は
更
に
測
定
項
目
、
測
定
方
法
、
測
定
時
期
等
に
つ
い
て
一
層
深
く
検
討
を
加
え
 
 

る
必
要
が
あ
る
。
 
 

回
 
教
育
デ
ー
タ
の
一
層
の
整
備
 
 
 

入
校
時
現
況
表
、
卒
業
時
現
況
表
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
、
普
通
科
レ
ベ
ル
調
査
、
学
力
調
査
、
各
彗
息
識
調
査
、
卒
業
後
と
の
関
連
調
 
 

査
、
国
内
の
研
修
戟
闘
お
よ
び
諸
外
国
の
研
修
機
関
の
研
修
概
況
、
退
校
者
の
実
態
調
査
等
、
教
育
関
係
デ
ー
タ
の
整
備
に
努
力
し
て
き
て
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

体力テストをする普通科生（仙台研修所）   

い
る
が
、
今
後
も
正
確
な
収
集
資
料
に
基
づ
い
て
、
で
き
る
 
 

だ
け
問
題
を
客
観
的
に
把
え
る
た
め
、
必
要
な
デ
ー
タ
の
収
 
 

集
に
一
層
の
努
力
を
払
う
こ
と
と
し
た
い
。
 
 

何
 
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
 
 
 

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
制
度
の
近
時
の
整
備
は
、
め
ざ
ま
し
い
 
 

も
の
が
あ
り
、
税
大
教
育
の
一
つ
の
特
色
を
な
し
て
い
る
 
 

が
、
こ
の
制
度
の
重
要
性
か
ら
考
え
、
そ
の
方
法
、
対
象
、
 
 

時
期
、
調
査
項
目
等
に
つ
い
て
一
層
の
研
究
を
行
な
う
。
 
 

囲
 
資
料
室
の
整
備
充
実
 
 
 

租
税
制
度
の
研
究
等
に
資
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
二
年
度
 
 

三
九
五
 
 
 



三
九
六
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

に
お
い
て
全
国
的
に
租
税
関
係
資
料
の
収
集
に
努
め
た
結
果
、
全
国
で
紛
五
千
点
の
資
料
が
収
集
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
資
料
は
、
分
榎
、
解
説
 
 

を
付
し
た
う
え
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
若
松
町
本
校
校
舎
内
に
資
料
室
を
新
設
し
て
、
こ
れ
に
常
時
展
示
し
、
関
係
者
の
み
な
ら
 
 

ず
、
広
く
一
般
納
税
者
に
も
開
放
し
て
、
一
般
国
民
の
租
税
に
対
す
る
理
解
度
を
高
め
る
こ
と
に
役
立
て
た
い
見
込
で
あ
る
。
今
後
は
、
更
 
 

に
各
方
面
の
協
力
を
得
て
資
料
を
体
系
的
に
収
集
し
、
資
料
室
の
一
層
の
整
備
を
は
か
る
方
針
で
あ
る
。
 
 
 

〔
追
記
〕
 
 
 

普
通
科
の
教
育
計
画
に
つ
い
て
ほ
、
か
ね
て
か
ら
、
す
で
に
述
べ
た
趣
旨
に
よ
り
、
そ
の
抜
本
的
な
改
善
を
検
討
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
 
 

ど
最
終
的
な
結
論
を
ゝ
ろ
て
、
四
十
三
年
度
の
教
育
計
画
か
ら
、
従
来
の
計
画
を
大
幅
に
改
定
の
う
え
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
昭
和
 
 

四
十
三
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
過
去
十
数
年
殆
ん
ど
改
定
の
な
か
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
根
本
的
に
改
善
し
た
も
の
で
、
画
期
的
な
も
 
 

の
と
い
え
る
。
 
 
 

以
上
、
税
務
大
学
校
の
教
育
の
現
状
お
よ
び
そ
の
当
面
し
て
い
る
多
く
の
問
題
点
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
私
ど
も
と
し
て
は
、
更
に
決
意
 
 

を
新
た
に
し
、
意
欲
を
も
っ
て
、
輝
か
し
い
税
務
大
学
校
の
将
来
像
の
実
現
に
向
っ
て
、
▲
着
実
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
処
理
を
要
す
る
多
く
の
問
題
の
中
に
は
、
税
務
大
学
校
限
り
で
は
到
底
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
項
も
い
く
つ
 
 

か
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
税
務
大
学
校
の
教
育
が
一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
進
で
き
る
よ
う
に
、
各
方
面
の
硬
い
御
支
援
と
御
助
言
を
 
 

い
た
だ
け
る
こ
と
を
、
私
ど
も
一
同
切
望
し
て
い
る
次
欝
で
あ
る
。
 
 



主
要
な
改
善
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

①
研
修
期
間
の
延
長
 

従
来
、
普
通
科
に
お
い
て
は
わ
ず
か
一
年
間
と
い
う
短
い
研
修
期
間
に
、
税
法
・
、
簿
記
・
会
計
学
等
の
専
門
科
目
ほ
も
と
よ
り
、
一
人
前
 
 

の
税
務
職
員
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
科
目
、
一
般
科
目
を
い
ろ
い
ろ
と
と
り
入
れ
て
教
育
計
画
が
組
ま
れ
て
き
た
結
果
、
カ
 
 

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
非
常
に
過
密
化
し
て
き
て
い
る
現
状
に
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
授
業
時
間
数
の
不
足
と
と
も
に
、
授
業
そ
の
も
の
が
講
師
の
 
 

一
方
交
通
的
な
講
義
に
か
た
よ
っ
て
い
て
、
研
修
生
の
講
義
内
容
の
理
解
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
き
ら
い
も
あ
り
、
こ
の
際
、
講
師
と
の
 
 

対
話
を
と
り
入
れ
た
授
業
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
の
で
ほ
な
い
か
、
ま
た
研
修
生
に
も
っ
と
立
派
な
社
会
人
と
し
て
の
幅
広
い
一
般
教
養
を
 
 

あ
た
え
る
必
要
か
ら
更
に
基
礎
科
目
、
一
般
科
目
を
充
実
す
べ
き
で
ほ
な
い
か
等
の
問
題
が
山
積
し
て
い
た
。
先
ず
授
業
内
容
の
過
密
化
を
 
 

解
消
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
研
修
期
間
を
延
長
し
て
、
講
義
の
内
容
を
十
分
に
消
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
四
十
三
年
度
 
 

に
お
い
て
は
普
通
科
の
研
修
期
間
を
従
来
の
一
年
か
ら
十
三
・
五
カ
月
と
し
、
一
・
五
カ
月
の
延
長
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
す
な
わ
ち
従
 
 

落
の
普
通
科
の
一
年
の
研
修
の
ほ
か
に
、
普
通
科
を
卒
業
し
て
税
務
署
に
配
置
さ
れ
て
か
ら
、
二
カ
月
を
経
過
し
た
時
点
で
、
再
び
全
研
修
 
 

生
に
つ
い
て
丁
五
カ
月
間
の
研
修
を
行
な
ラ
こ
と
と
し
、
▲
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
両
者
を
一
体
と
し
た
十
三
・
五
カ
月
で
鼠
成
し
た
。
こ
の
場
 
 

合
、
当
初
の
一
年
間
に
お
い
て
ほ
、
基
礎
科
目
、
一
般
科
目
に
重
点
を
お
き
、
あ
と
の
一
・
五
カ
月
に
お
い
て
は
全
て
税
法
科
目
・
の
講
義
を
 
 

行
な
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ほ
税
法
等
の
専
門
科
目
は
、
あ
る
程
度
職
場
の
空
気
に
触
れ
た
後
に
実
施
し
た
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
い
 
 

う
こ
と
に
よ
る
。
 
 
 

税
務
大
学
校
と
し
て
ほ
、
税
務
管
見
の
教
育
が
今
後
の
税
務
行
政
を
左
右
す
る
極
め
て
大
切
な
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
 
 

で
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
行
な
う
た
め
に
ほ
、
将
来
研
修
期
間
を
で
き
れ
ば
二
年
程
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
 
 

税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 
 



三
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税
務
職
員
の
教
育
訓
練
と
税
務
大
学
校
 
 

い
る
。
こ
の
意
味
で
、
十
三
・
五
カ
月
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
過
渡
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
予
算
面
、
施
設
面
の
事
情
か
ら
み
て
可
 
 

能
な
限
り
の
手
を
打
っ
た
も
の
で
あ
り
、
二
年
制
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
も
の
と
し
て
意
義
深
い
。
 
 

⑨
基
礎
・
一
般
科
目
の
充
実
 
 
 

税
法
を
適
切
に
運
用
で
き
る
よ
う
実
務
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
教
養
を
与
え
て
税
務
職
員
と
し
て
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
も
立
派
な
人
間
 
 

に
成
長
す
る
よ
う
に
、
基
礎
科
目
二
般
科
目
の
一
層
の
充
実
を
は
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
研
修
期
間
の
延
長
に
よ
り
増
大
し
た
時
間
数
 
 

は
、
主
と
し
て
こ
の
基
礎
科
目
二
般
科
目
の
拡
充
に
あ
て
る
こ
と
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
一
カ
月
半
研
修
期
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
 
 

っ
た
の
で
、
税
法
科
目
等
専
門
科
目
に
つ
い
て
も
、
徹
底
的
な
理
解
を
は
か
る
た
め
に
、
そ
の
時
間
数
も
全
体
と
し
て
ほ
従
来
よ
り
増
加
さ
 
 

れ
て
い
る
。
 
 

⑧
チ
ュ
ー
タ
ー
制
の
採
用
 
 
 

基
礎
科
目
の
理
解
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
法
学
入
門
、
行
政
法
、
民
法
、
商
法
、
経
済
学
の
五
科
目
に
演
習
時
間
を
新
設
し
、
チ
ュ
ー
 
 

タ
ー
制
を
採
用
し
た
。
さ
ら
に
専
門
科
目
に
つ
い
て
も
、
所
得
税
法
、
法
人
税
法
に
重
点
を
お
い
て
、
こ
れ
に
演
習
方
式
を
導
入
し
て
、
講
 
 

義
内
容
の
十
分
な
消
化
を
は
か
る
こ
と
と
し
た
。
 
 

④
主
要
税
法
へ
の
重
点
化
 
 
 

職
吸
へ
配
置
後
の
二
五
カ
月
に
つ
い
て
は
、
配
置
さ
れ
た
事
務
系
統
に
関
係
な
く
、
全
員
に
所
得
税
法
、
法
人
税
法
、
間
接
税
法
、
国
 
 

税
徴
収
法
の
四
税
潅
を
教
え
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
主
要
税
法
へ
の
重
点
化
を
ほ
か
っ
た
の
は
、
基
本
的
な
税
法
を
理
解
す
れ
ば
、
 
 

そ
の
基
礎
の
う
え
に
た
っ
て
、
そ
の
他
の
税
法
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
 
 

⑥
そ
の
他
 
 
 



財
政
経
済
、
心
理
、
国
語
（
作
文
を
含
む
）
等
の
科
目
を
新
設
し
た
反
面
、
従
来
の
商
業
経
済
、
財
政
法
、
会
計
法
等
の
科
目
を
廃
止
す
 
 

る
等
所
要
の
措
置
を
行
な
っ
た
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
昭
和
四
十
三
年
度
の
普
通
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
抜
本
的
な
改
善
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
背
後
に
あ
る
理
由
 
 

は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
の
で
、
若
干
前
述
し
た
が
、
こ
こ
に
重
ね
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
 
 
 

ま
ず
、
普
通
科
卒
業
生
に
対
し
て
、
基
礎
・
専
門
両
科
目
の
理
解
度
を
調
査
し
て
き
た
結
果
、
一
部
に
お
い
て
は
授
業
内
容
の
理
解
が
不
 
 

十
分
な
ま
ま
卒
業
す
る
者
が
見
う
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
債
向
は
行
政
法
、
商
法
、
経
済
原
論
、
統
計
学
な
ど
の
基
礎
科
目
に
著
る
し
く
、
教
 
 

科
内
容
の
過
密
化
、
一
方
交
通
的
な
講
義
方
式
等
が
大
き
な
原
因
と
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
教
科
内
容
の
理
解
度
を
高
め
る
た
め
、
授
業
 
 

時
間
数
、
授
業
方
法
、
授
業
科
目
等
に
関
連
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
抜
本
的
に
改
正
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
 
 
 

つ
ぎ
に
普
通
科
担
当
の
部
外
講
師
、
各
界
有
識
者
、
大
蔵
省
の
先
輩
な
ど
に
対
し
て
、
普
通
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
す
る
ア
ソ
ケ
ー
ト
 
 

調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、
税
務
職
員
の
教
育
は
広
い
視
野
と
豊
か
な
常
識
を
与
え
る
面
に
重
点
を
お
く
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
ほ
基
礎
 
 

科
目
、
一
般
科
目
を
一
層
充
実
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
た
め
に
も
研
修
期
間
を
相
当
期
間
延
長
す
る
こ
と
 
 

が
好
ま
し
い
と
の
意
見
も
多
か
っ
た
。
 
 
 

さ
ら
に
進
学
率
の
上
昇
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
み
て
、
将
来
に
お
い
て
優
秀
な
普
通
科
生
の
確
保
が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
い
く
 
 

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
税
務
大
学
校
を
よ
り
一
層
魅
力
の
あ
る
学
校
と
す
る
た
め
に
も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を
根
本
的
に
改
定
す
る
必
 
 

要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

、
最
後
に
、
四
十
三
年
度
の
普
通
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
掲
げ
る
。
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